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短波長赤外ハイパースペクトルセンサーによる植生リモセンの検討
Remore sensing of vegetation by using SWIR hyperspectral remote sensing
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衛星からの植生リモセンは地球環境問題研究・生態系保護・森林管理・農業生産管理あるいは農業政策などの広い分野
において非常に重要な科学的・産業的・政策的な手段である。NOAA衛星の NDVI(規格化植生指数)は、2chの観測デー
タと非常に簡単なアルゴリズムに基づくがものであるが、幅広い科学的成果をもたらしてきた。近年では更に可視?短波
長赤外領域の詳細なスペクトル観測から植生分類あるいは生育状況の指数化などの試みが多数行われてきている。岡山
RIBSの小河らは、室内実験になどから 1.7ミクロン帯における 1-3nm程度の高い分光観測での観測が植生リモセンに有
効である可能性を提唱している。ここでは 1.7ミクロン帯の衛星搭載ハイパースペクトルセンサーによる植生リモセンの
概念検討状況について報告する。
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